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 漿膜浸潤胃癌98例においてP53蛋白発現陽性は43例に認め、平均PCNA-LIは55.2 + 14.6%
 3
であった。PLK1蛋白発現とP53蛋白発現との間には相関は認めなかった。一方、PCNA-LIは





















と考えられた。    
 
 
 
 
